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□ 区からのコメント

令和5年度 麦田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
・地域住民の中でケアプラザを知らない人や、「ケアプラザ＝高齢者を対象とした施設」というイメージは定着し
ているが、幅広い対象者の相談を受け止める施設としては十分に認識されていない。地域においては、高齢
者のみならず、より多くの住民に向けてケアプラザの機能を周知する必要があるため、町内会や老人会を通じ
てCPの説明などを行っていく。
・地区社協、連合等による話し合いが活発になっており、事業の見直しや新たな取り組みの検討が進みつつあ
る。地区社協と話し合いの機会を増やしながら、ワークショップやふらっとむぎたストリートコンサート等共催事
業をしながら、運営支援を引き続き行っていく。
・より多くの住民に各団体の活動目的や事業を周知していくために、ケアプラザ内の連携を強化し、地域の動
きを把握し、地域支援チーム内や他機関と情報共有、連携を図っていく。
・多くの課題を抱える世帯が増え、サービスだけで解決できない相談が増加している。地域住民の健康的な在
宅生活を支えるために、診療所や薬局、医療相談室など地域の医療機関との関係作りを進める。また、昨年
度より参加している障害三機関会議の引き続き参加を続け、連携強化に努める。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

個別ケースを地域と一緒に考えながら進めていくことで、住み慣れた町で暮らしていけるような地域を目指してい
く。地域課題解決に向けた取り組みを地区が一体となって行えるよう、地区社協等と協力しワークショップを実施
する。

・交流の場づくりを通して、ボランティアを募集して新たな担い手の参加を目指していく。また、DSの利用者の自主
事業の参加等を進めていく。

・エリア内、及び近隣の医療機関（開業医、歯科医、薬局など）を訪問しケアプラザのパンフレット写真入りカード、
広報紙を配布する。
・障害関係機関とケースの共有をしながら関係を深めていくなど、様々なネットワークを広げていく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約者
数

目標

実施
体制

職員
体制

契約者
数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者１名（常勤） 生活相談員３名（常勤）
看護師兼機能訓練指導員６名（非常勤）
介護職員12名（非常勤）運転員５名（非常勤）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用料
金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する費用の額の算
定に関する基準（厚生労働省告示第百二十六号）
に基づく金額

【その他料金】【その他料金】
食費￥８００

通所介護
【実施日数】　３６０日
【提供時間】　10：15　～　15：20
【定員】　４０名

第1号、介護予防
【実施日数】　　３６０日
【提供時間】　　10：15　～　15：20
【定員】　５名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する費用の額の算
定に関する基準（厚生労働省告示第百二十六号）
及び指定地域密着型介護予防サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚生労働省告示
第百二十八号）に基づく金額

【その他料金】

住み慣れた地域と自宅で継続して生活できるよう
自立支援を行います。
利用者平均人数　26名／日
介護予防、第1号
利用者平均人数　18名／月

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関
する基準（厚生省告示第十九号）及び横浜市介護
予防・日常生活支援総合事業実施要綱に基づく金
額

利用料
金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護 （介護予防）認知症対応型通所介護

管理者　1名（兼務）
・主任ケアマネジャー  1名
・保健師                   　1名
・社会福祉士　　　　　　1名
・プランナー　　　　　　  1名（非常勤）

管理者　１名（常勤）
介護支援専門員３名　（兼務１名含む常勤1名、非常勤2名）

令和５年度麦田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

アセスメントの結果、サービスの利用が好ましいと判断された場合「事業所
の比較検討に関する利用者説明ガイドライン」に基づいて、事業所の選択を
行う等していきます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

法人全体における事故報告を集計分析するとともに、会議等で職員間での
共有をしていきます。その結果を受けて、施設で事故の分析や再発防止に
向けた検討・対応を行い、事故防止に役立てます。また、ヒヤリハット事例の
抽出・共有を行い、事故や事故までには至らない潜在リスクの情報について
も職員全体で共有・分析し、事故防止につなげます。ケースファイル等個人
情報が含まれる書類の取り扱いについて、必要時以外の部持ち出しの禁止
といった自己管理の徹底と事業所内ルールを職員に定期的に周知します。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

心身機能の改善だけでなく、一人一人の強みや希望を理解し、その人らしさ
や生きがい、役割のある暮らしをイメージしたプランニングを行います。

【その他料金】

居宅介護支援事業

地域で安心した暮らしが送れるように他機関と連携しながら本人と家族の支
援を行います。
担当ケースの目標プラン数は月平均104件を目標とします。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚生労働省告
示第百二十九号）及び横浜市介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく
金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚生省告示第
二十号）に基づく金額



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,049,519 19,049,519 19,049,519 横浜市より

10,000 10,000 10,000

20,000 0 20,000 0 20,000

0 0

20,000 20,000 20,000

0 0

0 0

19,079,519 0 19,079,519 0 19,079,519

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

9,742,455 0 9,742,455 0 9,742,455

7,924,455 7,924,455 7,924,455

820,000 820,000 820,000

900,000 900,000 900,000

15,000 15,000 15,000

7,000 7,000 7,000

75,000 75,000 75,000

1,000 1,000 1,000

1,245,960 0 1,245,960 0 1,245,960

18,000 18,000 18,000

191,000 191,000 191,000

5,000 5,000 5,000

58,000 58,000 58,000

100,000 100,000 100,000

21,000 0 21,000 0 21,000

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 21,000 21,000 21,000

その他 0 0 0

125,000 125,000 125,000

0 0 0

10,000 10,000 10,000

0 0 0

0 0 0

125,000 125,000 125,000

1,400 1,400 1,400

0 0 0

591,560 591,560 591,560

306,000 0 306,000 0 306,000

42,000 42,000 42,000

264,000 264,000 264,000

0 0

7,311,104 0 7,311,104 0 7,311,104

5,107,104 5,107,104 5,107,104

1,100,000 1,100,000 1,100,000

200,000 200,000 200,000

904,000 0 904,000 0 904,000

空調衛生設備保守 410,000 410,000 410,000

消防設備保守 21,000 21,000 21,000

電気設備保守 72,000 72,000 72,000

害虫駆除清掃保守 26,000 26,000 26,000

駐車場設備保全費 15,000 15,000 15,000

その他保全費 360,000 360,000 360,000

0 0 0

0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

19,079,519 0 19,079,519 0 19,079,519

0 0 0 0 0

10,000 0 10,000 0 10,000

264,000 0 264,000 0 264,000

△ 254,000 0 △ 254,000 0 △ 254,000

20,000 0 20,000 0 20,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,000 0 21,000 0 21,000 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 1,000 0 △ 1,000 0 △ 1,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和５年度　「麦田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,848,361 24,848,361 24,848,361 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 0 横浜市より
5,874,246 5,874,246 5,874,246 横浜市より

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

30,876,607 0 30,876,607 0 30,876,607

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,851,607 0 26,851,607 0 26,851,607
13,503,607 13,503,607 13,503,607
3,700,000 3,700,000 3,700,000
8,306,000 8,306,000 8,306,000

32,000 32,000 32,000
27,000 27,000 27,000

1,280,000 1,280,000 1,280,000
3,000 3,000 3,000

681,000 0 681,000 0 681,000
1,000 1,000 1,000

110,000 110,000 110,000
0 0 0

2,000 2,000 2,000
40,000 40,000 40,000

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
10,000 10,000 10,000

0 0 0
3,000 3,000 3,000

0 0 0
35,000 35,000 35,000

0 0 0
0 0 0
0 0 0

480,000 480,000 480,000
1,104,000 0 1,104,000 0 1,104,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
154,000 154,000 154,000

0 0
220,000 220,000 220,000

0 0
2,114,000 0 2,114,000 0 2,114,000
1,540,000 1,540,000 1,540,000

280,000 280,000 280,000
52,000 52,000 52,000

242,000 0 242,000 0 242,000
空調衛生設備保守 110,000 110,000 110,000
消防設備保守 6,000 6,000 6,000
電気設備保守 20,000 20,000 20,000
害虫駆除清掃保守 7,000 7,000 7,000
駐車場設備保全費 4,000 4,000 4,000
その他保全費 95,000 95,000 95,000

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

30,876,607 0 30,876,607 0 30,876,607
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
474,000 0 474,000 0 474,000

△ 474,000 0 △ 474,000 0 △ 474,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和５年度　「麦田地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

7,329 7,329 15,358 15,358 71,007 71,007

0 0 0 339 0 339 15,521 0 15,521

事業・負担金収入 0 339 339 7,889 7,889

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 7,632 7,632

7,329 0 7,329 15,697 0 15,697 86,528 0 86,528

2,794 2,794 11,112 11,112 55,087 55,087

20 20 54 54 345 345

33 33 690 690 29,006 29,006

0 0 0

4,245 0 4,245 140 0 140 1,890 0 1,890

利用者負担軽減額 0 0 0

消費税 0 0 0

介護予防プラン委託料 4,245 4,245 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 140 140 1,890 1,890

7,092 0 7,092 11,996 0 11,996 86,328 0 86,328

237 0 237 3,701 0 3,701 200 0 200

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和５年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：麦田地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援／第1号介護予防支援 居宅介護支援 通所介護／第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



麦田地域ケアプラザ

1
認知症高齢者ミニデイ
「月曜喫茶室」

平成17年度
１：地域活動交
流事業

1　優先的に取
り組み

・認知症の高齢者の在宅生活を地域で支
える仕組みづくりの一環として実施。
・認知症の進行を遅らせ、地域の中で元
気に生活できるよう支援する。
・家族の負担軽減を図る。
・地域への認知症についての啓発

１：高齢者 ５：地域

ボランティアが中心となって実施する、軽
度認知症の高齢者を対象としたミニデイ
サービス。

毎月第２、第４月曜日13:30～15:00

2
高齢者向けサロン
「麦麦ハッピーくらぶ」

平成28年度
１：地域活動交
流事業

1　優先的に取
り組み

・趣味や話の合う仲間づくり、閉じこもり予
防、リフレッシュなど
・高齢者のニーズ把握の機会 １：高齢者 ５：地域

地域の高齢者を対象とした趣味と憩いと
交流のサロン事業。

毎月第３木曜日13:00-14:30

3
子育てサポート
「読み聞かせ会」

平成19年度
１：地域活動交
流事業

1　優先的に取
り組み

・親（養育者）同士の交流や情報交換、リ
フレッシュの場の提供
・子どもにとって集団活動の体験
・親や関係機関とケアプラザの顔の見え
る関係づくり
・住民主体で実施する地域活動のバック
アップ

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

西之谷町の民生・ボランティアと共催。子
育て中の親子で集える場の提供。絵本の
読み聞かせや手遊びによる情操教育。

毎月第１水曜日10：30～11:30

4
子育てサロン
「むぎた子育てサロン」

平成16年度
１：地域活動交
流事業

1　優先的に取
り組み

・親（養育者）同士の交流や情報交換、リ
フレッシュの場の提供
・子どもにとって集団活動の体験
・親や関係機関とケアプラザの顔の見え
る関係づくり

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

地区社協と共催。
子育て中の親子で集えるフリースペース
サロン。

毎月第４水曜日10:00～12:00

5 第三地区ワークショップ 令和3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地区社協と共催にて、年に1回第三地区
の町内会・民生委員と地域について考え
ていく。 ５：地域

ワークショップを開催し、第三地区の町内
会・民生委員と地域について考える。

6 施設利用団体交流会 平成31年度
１：地域活動交
流事業

1　優先的に取
り組み

・新たな活動の場となるきっかけつくり。
・登録団体Ⅱには福祉保健活動の具体的
な活動内容や活動の場を紹介。
・各団体同士の交流を深め、団体同士の
顔の見える関係づくりをする。
・施設利用団体へケアプラザの役割、地
域活動の意義、施設利用のルールを再確
認し、順守を促す。

５：地域 ５：地域

・ケアプラザの説明、施設利用ルールの
確認
・各団体の紹介
・グループに分かれて茶話会

年1回実施

7
体験学習・体験ボランティアの
受入れ

１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

・子どもたちの福祉学習・教育の場の提供
・学校との連携
・ボランティア希望者の受入 ５：地域 ７：その他

通所介護（デイサービス）や地域交流事業
での体験学習受入れ。
都度

8
障害者支援事業（山手オープ
ンタウン）

平成31年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

地域住民が障害の特徴を理解し、障害者
と共にお互いを支え合って生活できるよう
支援するためのネットワークづくり ２：障害児・

者
５：地域

大和町商店街周辺を中心に多様な背景
の人が集まり、年に数回障がい理解のイ
ベントを企画する。

9 くるくるマルシェ 令和２年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

野菜販売を通した地域交流活動の促進
地域のニーズの把握
他団体との連携の強化
居場所としても開催していくことで、多世
代交流やボランティアの活躍の場とする。
また、DSの利用者も販売や居場所のボラ
ンティアをすることで自立支援としての活
用の一翼を担う。

５：地域 １：高齢者

NPO法人スーリールファム・驛テラスの仲
里さんと共催で野菜以外にも福祉作業所
の物品などを販売する。
第４水曜日10:00-13:00（7月以降は12:00‐
16:00）

10 食育講座 令和2年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

親子向けに食育について楽しく学ぶ。
子育てサロンなどの事業周知やCPに来
たことが無い親子にCPのことを知ってもら
う。また、のんびりんこやヘルスメイトと共
催することでお互いの活動の理解に繋げ
る。

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

子育て支援拠点のんびりんこと中区ヘル
スメイトと子育て世代を対象に食育講座を
実施する。

11 出張講座 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

1　優先的に取
り組み

身近な場所で健康づくりや介護・福祉につ
いての情報提供や、具体的方法について
の指導を行い、地域住民の健康づくりに
役立てて頂く。

５：地域

・地域のサロンや食事会など、住民に身
近な場所で、介護保険制度、ケアプラザ、
認知症、介護予防、権利擁護など、地域
が知りたいことを相談しながら内容を検討
し、講座を実施する。

12 家族のつどい 平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

1　優先的に取
り組み

在宅で認知症の方、およびＭＣＩ（軽度認
知障害）の方を介護している家族同士が
介護における悩みなどを共有し、情報交
換やリフレッシュできる場とする。

７：その他 ５：地域

フリートークを中心に、情報交換、勉強
会、など。6月，8月，10月，12月，2月開
催。

13
権利擁護講座
”成年後見とは？”

令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

1　優先的に取
り組み

・権利擁護の普及啓発
・元気なうちから備えること～死後の支援
のことまで、トータルで学び、最期まで安
心して暮らすための情報発信を行う。

１：高齢者 ５：地域

士業の先生を招いての講座を開催する。
町内会の見守り活動のサポーター向けに
実施をしていく。

14 ケアマネサロン 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

1　優先的に取
り組み

エリアのCM向け、顔の見える関係作りや
横の繋がりを目途に、６包括で共催で開
催。 ５：地域

フリートークの他、情報交換、勉強会、事
例検討など。
6月、10月、2月　予定

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和５年度　自主事業計画書・報告書
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１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）
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１：優先的に取り組みが求められる事業
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

15 介護予防講座 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

1　優先的に取
り組み

高齢者が住み慣れた身近な地域で介護
予防を意識し、介護予防の具体的な取組
みを始めるきっかけとなる機会を提供し、
日常生活の中で身体状況に応じた介護
予防活動を実践する高齢者が増えること
を目指す。

１：高齢者

健康づくりサポーター養成講座7～8月実
施
介護予防講座（ハマトレ、脳トレ、栄養、口
腔、街歩き）
介護予防講座（ストレッチ、姿勢、歩き方、
栄養、口腔）

16 医療講演会 平成31年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民に身近な疾患や最新の医療情
報についての知識を深めてもらい、疾病
予防に役立ててもらう。協力医、近隣の医
療機関との連携を図る。

５：地域 ７：その他

協力医による医療講演会（会場：麦田Ｃ
Ｐ）
9月、12月

17
地区社協事業困りごと引き受
け隊への支援

平成30年度
３：生活支援体
制整備事業

1　優先的に取
り組み

地区社協事業として、継続して活動するこ
とができるように、活動者の思いを大切に
振り返る場として定例会を開催する。ま
た、ボランティアが必要であれば、DIY講
座などを行い、ボランティア募集を行う。 ５：地域

偶数月第一水曜日13：30～定例会。

19
ボランティア育成講座（コー
ヒー講座）

令和5年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

自主事業や地区社協と共催する事業にボ
ランティアを多く関わってもらえるようにす
る。まずは、くるくるマルシェを居場所機能
を持たせた交流事業としてリニューアルし
ていくために、販売や居場所の様子見とし
てのボランティアを育成していく。また、地
区社協へも関わりを持ってもらうために、
企画段階から関わってもらい、地区社協
事業へも繋げていく。

５：地域

５月にコーヒーの淹れ方講座を通して、事
業の紹介、ボランティア活動について説
明。7月以降にくるくるマルシェでボラン
ティア活動を行っていく。

20 はなことば（園芸活動） 令和３年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

ケアプラザの敷地で花を育てることを通し
て、地域での交流を増やす。また、障がい
のある人もいつの間にか地域に溶け込
み、受け入れ合えるようなグループをケア
プラザから誕生させるねらい。

５：地域 ７：その他

グループ活動やそれ以外の時間にもふ
らっと来て園芸活動を行える環境をつくる
ことでボランティア活動の幅を広げる。

21 スマホサポーター養成講座 令和4年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

スマホを使用する高齢者が増えている
が、使い方が分からず困っている方や便
利な使用方法を知ることで生活が豊かに
なる。サポーターを要請し地域の中で支え
合う関係づくりやボランティア活動の切り
口を広げていく。

５：地域

専門家によるスマホを教える際の心構え
や実践を踏まえ、地域でスマホの使い方
を教えることができるような講座を開催。

22 ふれあいサロン 平成12年度６：共催（２と３）
1　優先的に取
り組み

・第3地区連合町内会エリアの高齢者の
見守りや閉じこもり防止。
・民生委員児童委員とケアプラザ職員の
顔の見える関係づくり。

６：事業者 ５：地域

・折り紙、ゲーム等のレクリエーション
・気功やコグニサイズの実施

毎月第２木曜日13：00～15：00

23 民生委員・ケアマネ交流会 平成30年度６：共催（２と３）
1　優先的に取
り組み

民生委員・児童委員とケアマネジャーの
連携協働の関係作りから、地域包括ケア
の実現に向けたあらたな社会資源の創出
や活性化につなげる。

５：地域 ６：事業者

８月・２月に実施予定

24 認知症サポーター養成講座 令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

認知症の方も住み慣れた町で過ごすこと
ができるように、地域住民へ認知症の理
解を広げていく。また、認知症の理解を
CPと一緒に広めていくためのサポーター
を要請していく。

５：地域

小学校向けにサポーター養成講座を実施
する。10月ごろ実施に向け、小学校へア
プローチ。

25 ハローよこはま 昭和51年度
７：共催（１と２と
３）

1　優先的に取
り組み

中区民まつり「ハローよこはま」において、
ケアプラザの周知を目的としてブースを設
置（区内６地域ケアプラザ合同）。
他ＣＰの他職種が一緒に事業を行うことで
連携を深める。

５：地域 ７：その他

区内６地域ケアプラザの周知のため、チラ
シを配布。
子どもが立ち寄りやすいようコイン落とし
を実施し、景品を渡す。
ＣＰに関するクイズを実施し、景品を渡
す。

26
ふらっとむぎた～ストリートコン
サート～

令和4年度
７：共催（１と２と
３）

1　優先的に取
り組み

①普段、来る機会の少ない住民へケアプ
ラザの周知。
②施設利用団体やボランティア活動団体
に活動の場の提供。
③多世代交流のきっかけを作る。
④地区社協と共催することで、地区社協
や民生の関わりを増やす。

５：地域 ７：その他

地区社協と共催。12月実施予定。

27 民生委員ミニ勉強会 平成30年度
７：共催（１と２と
３）

1　優先的に取
り組み

・民生委員の見守り活動に役立つ情報等
の周知
・民生委員との関係作り
・民生委員との連携強化

５：地域

・介護保険制度について
・CPについて
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６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

28 地域活動支援事業 平成30年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

健康講座から立ち上がった地域住民主体
の健康クラブの自立支援、また元気づくり
ＳＴや各老人会の活動など、すでに自立し
ている団体の活動が活発に維持出来るよ
う支援を行う。ボランティア講座を行い、参
加者がグループ活動を継続する意義や大
切さを再確認する。地域で活動するグ
ループ同士の交流場をつくる。 １：高齢者 ５：地域

活動に定期的に参加し情報提供や相談
対応を行う。また、依頼に応じて講座を行
う。
・上野町東部：毎月1回
・西之谷：元気づくりST休止中、再開に向
けた支援
・豆口台上町：偶数月第3火曜
・本牧緑ヶ丘：奇数月第2水曜
・麦田町：第1.3水曜日　　他老人会等
・レインボー（元気づくりST）：必要時

29 ざっくばらん会 令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

・民生委員と地域活動者の顔がつながる
ネットワーク構築の会とする
・それぞれの立場で抱えている課題や目
標を共有し、ネットワークを活かして解決
につながることを期待する
・CPとしては、地域での見守り体制の構築
に向けての話し合いや、主に高齢者の生
活上の困りごとを地域で解決することにつ
ながるような話し合いを継続して行いた
い。

５：地域

隔月など定例的に協議体として開催す
る。
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